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しく解析されていない。そこで，メロンのエチレン受容体遺伝子 Cm-ERS1 と Cm-ETR1 について研究を行っ
た。




























換え体を栽培室で育てた結果，組換えレタス 3 系統中 6 系統が不稔となり，2 系統でほとんど種子が取れ
なかった。次に，環境変化に対する不稔の安定性を調べるために，これらの組換えレタスを特定網室で栽培
した。栽培室で不稔と判断された系統は，環境変化する特定網室でも不稔性を示した。これらの実験から
Cm-ERS1/H70A を導入した組換えレタスは，一定条件下の栽培室や外界の影響を受ける特定網室で栽培し
ても，安定して不稔となり，ナス科のタバコだけでなく，キク科のレタスにおいても　Cm-ERS1/H70A 遺
伝子が不稔性を誘導することが確認できた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　植物のエチレン受容体遺伝子は，エチレン感受性制御に重要な機能を果たしていることは知られているが，
植物発達に対する具体的な役割については詳細に解析されていない。本研究では，始めに，エチレン受容体
の植物発達に対する役割を解析する目的で変異型メロンエチレン受容体遺伝子を構築し，組換えタバコを作
成した。そして，その発達を詳細に観察したところ，エチレン受容体がタバコの花粉発達に関与すること，
具体的にはエチレン感受性を低下することで，葯のタペート組織の異常を引き起こし，花粉発達を抑制でき
ることを見いだした。続いて，この遺伝子を使って誘導した不稔性が環境変化に対して安定であること，更
にはタバコ以外の植物でも変異型エチレン受容体遺伝子を導入することで同様の変化を誘導できることを示
した。
　以上のように，本研究は，エチレン受容体が植物の花粉発達に関与するという新たな機能を発見し，その
機構を遺伝子組換え植物の改良に利用できることを示唆した論文で，基礎研究としても，応用研究としても
大変高く評価される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
